
長野県産米生産・流通・消費等検討会議 次第 

日時：令和 7年 7月 31日（木） 10:00～11:30 

場所：ホテル国際 21 １階「葵」＆オンライン 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

（１）長野県産米生産・流通・消費等検討会議の開催について

（２）コメの生産・消費の現状について

（３）コメの安定生産・安定供給に係る意見交換について

（４）今後の会議の進め方について

（５）その他

４ 閉会 



長野県産米生産・流通・消費等検討会議開催要領 

(目的) 

第１条 長野県産米の安定確保や地産地消を推進するため、「長野県産米生産・流通・消費

等検討会議」（以下、「検討会議」という。）を開催する。 

なお、検討会議は、地方自治法第 138 条の４第３項の規定に基づき、法律又は条例に

より設置された附属機関でないものとする。 

（会議事項） 

第２条 検討会議は、次の事項を行う。 

（１）米の生産・流通・消費等に係る課題の共有

（２）長野県産米の安定生産や安定供給等の取組についての意見交換

（３）中長期的な安定供給や価格形成についての意見交換

（４）地産地消の推進についての意見交換

（５）（１）の課題解決のための方策についての意見交換

（６）その他、県が必要と認める事項

（構成員） 

第３条 検討会議の構成員は、生産・流通・販売・消費の各段階に携わる者とし、別表の

とおりとする。また、必要に応じ、別表以外の者の意見も聴くことができる。 

（会議の開催） 

第４条 検討会議は県が開催し、座長を産業政策監、副座長を農政部長及び農政部次長と

する。 

２ 県は、必要と認めるときは、構成員の他、関係者の出席を求めて意見等を聞くこと

ができる。 

３ 県は、必要と認めるときは、検討会議の他に、個別ヒアリングを開催することがで

きる。 

（開催期間） 

第５条 検討会議は、令和８年３月 31日までの間、開催するものとする。 

（事務局） 

第６条 事務局は、長野県農政部農業政策課農産物マーケティング室におく。 

（公開） 

第７条 検討会議は、原則公開とする。ただし、特定の事業者が不利益となる恐れ等があ

り、公開しないことが適当と認められる場合は、非公開とする。 

附則 

この要領は、令和７年７月 29日から施行する。 

資 料 １ 
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【別表】 

○構成員

区分 団体・組織 備考 

Ⅰ 生産者 （農業経営者、水稲農家の組織 

Ⅱ 集荷業者 （県内食糧集荷事業者の団体・組織） 

卸売業者 （県内の米穀卸売業者） 

Ⅲ 小売業者 （全国規模量販店、県内主要小売店、専門店） 

Ⅳ 飲食業者 （中食・外食業者） 

消費者 （消費者団体） 

県 長野県 産業政策監 座長 

〃  農政部   部長 副座長 

〃  農政部   次長 副座長 

〃  農政部   農業政策課長 

〃  農政部   農業技術課長 

〃  農政部   農産物マーケティング室長 

〃  県民文化部 くらし安全・消費生活課長 

〃  産業労働部 産業政策課長 

〃  産業労働部 産業技術課長 

（オブザーバー）

区分 団  体 備考 

国 農林水産省関東農政局長野県拠点 

経済団体 （一社）長野県商工会議所連合会 

長野県商工会連合会 

農業団体 長野県農業協同組合中央会 
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長野県農政部 

（１）生産者の販売価格 

 令和５年産の需要の増加による米価の上昇及び資材価格の高止まりなどを受けて、令和６年産

の相対取引価格が前年比161％の24,751円／60kg（2,063円／５kg）（全銘柄平均）と高値で推移。 

＜米価の状況＞ （円/60kg） 

R１ R２ R３ R４ R５ R６（未確定） 

全国全銘柄平均 15,716 14,529 12,804 13,844 15,315 24,751 

長野県産コシヒカリ 15,996 14,964 13,702 14,933 15,895 23,040 

注：価格は年産平均。ただしＲ６年産はR7.6までの平均価格。【出典：農林水産省「米の相対取引価格・数量」】 

（２）消費者の購入価格 

  令和７年６月の東京都区部の小売物価は、前年同月比198.0％の5,072円/５kgと大幅な上昇。 

【参考(R7.6)】長野市：4,441円/5kg（前年同月比188.7％）、松本市：4,684円/5kg（同213.7％） 

◆小売価格の推移

  【出典：総務省「小売物価統計」】 

（うるち米（単一原料米「コシヒカリ」）） 

◆相対価格と生産費の比較 ◆相対価格と規模別生産費の比較

（単位：円／60kg） （単位：円／60kg） 

・農林水産省公表の６月末現在での全国の作付動向は以下のとおり。（赤字は県推計）

面 積（ha） 

（備蓄米含む） 

数 量（トン） 

（平年単収換算） 

前年実績比 

面 積(ha) 数量(トン) 

全 国 1,363,000 7,350,000 ＋104,000 ＋560,000 

長野県 30,000 186,000 ＋1,000 ＋6,200 

   【参考】過去５年の県内の主食用米の生産量（単位：トン） 【出典：農林水産省「作物統計」】 

Ｒ３（前年との差） Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７（見込） 

183,300（▲2,700） 181,200(▲2,100） 179,900（▲1,300） 179,800（▲100） 186,000（＋6,200） 

米をめぐる情勢について 

１ 米価の状況等 

２ 令和７年産の作付動向 
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・栽培規模別は「関東・東山地域」のデータ(R5)

【出典：農林水産省 統計】 
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県内の流通構造（平常時）

県
内
生
産
量

18
万
ｔ

小
売
業
、
中
食
・
外
食
事
業
者

（注１）県人口に農水省公表の１人あたりの消費量を乗じた概算値
（注２）内食率は、米穀安定供給確保支援機構調べ

○県内事業者
●県外事業者

集出荷事業者

○農家直売
〇農家消費
（無償譲渡含む）

県内卸売

県 外

県 外

３万ｔ
(33%)

内食(67%(６万))(注２) 中食
外食

県内消費量(平常時) ９万ｔ（注１）

・小売店（スーパー等）

・生産者から直接購入
又は 無償譲渡

・ネット通販

・農家による自家消費

順
次
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画
出
荷

順
次
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画
出
荷

資料３

4



生産 集荷 卸 小売 消費

１ 今回の課題(仮説)

物 量

価 格

２ 対応策(たたき台）

物 量

価 格

需給の乖離 流通量の不足

やや高値

長野県産米の生産・流通・消費等検討会議に向けた整理（目的イメージ）

やや高値 品薄により高値で取引 買い控え等

入手困難

行 政

需要に応じ
た安定生産

県民が米に困らない体制構築 (県産米流通量の増大)

再生産可能
価格で出荷

流通経路と取引価格の透明化
（食料システム法に基づく適切な対応）

適正価格
への理解

県産米の
消費拡大

集荷競争

・生産支援
・地産地消
の推進

・法律周知
・消費者の
意識醸成
・相互理解
の促進

他

（県内におけるコメの適正価格での安定供給の仕組みづくり）
３ 目指すもの

コメ県内生産量：18万ｔ 県内消費量：９万ｔ しかし供給不足が発生 ⇒ 米の安全保障体制が必要！

今後、国内消費量は減少する中で、健全なコメ市場を形成するには

健全な市場形成

確実な集荷 確実な入荷確実な入荷

（注）

（注）県人口に農水省公表の１人あたりの消費量を乗じた概算値

資料４
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課 題

対応策

県産米の「健全な市場形成」実現に向けた検討会議の方向（意見交換のたたき台）

今までと、何が違っていたか
○ 生産量は維持できるのか
○ 水稲の生産が続けられるか

どのような行動が必要か
○ 安定生産に向けて、持続的に高品質な県産米の

生産･出荷体制づくり
○ 生産コストの更なる低減の取組

課 題

対応策

今までと、何が違っていたか
○ 集荷量は維持できているのか
○ 小売等の需要に応じた供給ができるか

どのような行動が必要となるか
○ 県内での県産米流通体制の強化
○ 実需での必要量を確実に流通させられる体制づくり

課 題

対応策

今までと、何が違っていたか
○ 入荷量は維持できるのか
○ 陳列棚の充実ができるか

どのような行動が必要か
○ 安定した仕入れができる物流の確保と県産米の販売強

化
○ 地産地消の一歩先（深化）の形成

課 題

対応策

今までと、何が違っていたか
○ 県産米購入への意識はあるのか
○ 県産米利活用に対する思いはあるのか（中食など）

どのような行動が必要か
○ 県産米消費拡大につなぐ地産地消の推進
○ 生産･流通の価格形成に対する理解醸成

【生産者】 【小売業者】

【集荷･卸売】 【消費者】

資料５
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全体会議
（7/31 10:00～11:30 国際21）

会議事項
① 検討会議の開催要領
② 生産･消費の現状について
③ コメの安定生産･安定供給
に係る意見交換について
④ 今後の会議について
⑤ その他

参集者
各事業者は実務担当者

全体会議（９月）
個別ヒアリング
（８月～９月）

会議事項
① 各段階での課題の共有
② 適正な価格設定に対す
る意見
③ 価値向上、利用･消費拡
大に対する意見
④ その他

長野県産米生産・流通・消費等検討会議の進め方（ファシリテーション方法）

目的：
何故、価格高騰･供給不足となっ
たか、今後どのようにするかを共
通認識する
目標：
現状把握の共有
会議上のルール：
だれかを責めるものではないこと

目的：
同じ業態の中での課題共有
目標：
県産米が円滑に流通できる価
格の合意形成
会議上のルール：
お互いの立場を理解すること

目的：
今後、価格や供給の過不足による影響を最
小化するために相互理解を深める
目標：
役割分担の明確化
会議上のルール：
オール長野としてそれぞれの取組みを認め
合うこと

全体会議（12月～2月）

会議事項
① 必要な支援策につ
いて
② その他

会議事項
① 個別ヒアの結果共有
② 国への要望について
③ 県支援策の考え
④ 各段階の取組方策に
ついて
⑤ その他

中間まとめ
R8年度 国への要望
（中長期的な施策）

資料６
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